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スワルスキーカブリダニと褐斑病耐病性品種を組み込んだ抑制栽培キュウリにお

ける総合的病害虫防除体系

［要約］スワルスキーカブリダニと褐斑病耐病性品種を組み込んだ抑制栽培キュウリ

の特別栽培農産物認証制度に対応した総合的病害虫防除体系（化学農薬の使用数15成

分以下）を確立した。
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［背景・ねらい］

本県では、人と環境にやさしい農業の推進を図るため、化学農薬の使用を低減しなが

ら、病害虫による被害を抑制できる技術の確立を目指している。施設キュウリにおいて

は、抑制栽培で特別栽培農産物認証制度に対応した総合的病害虫防除体系を確立してい

る（平成23年度佐賀県成果情報）。

その後、開発された天敵農薬「スワルスキーカブリダニ」、キュウリ褐斑病の耐病性

品種を組み込み、化学農薬の更なる低減と安定した効果を示す防除体系を確立する。

［成果の内容］

１．紫外線カットフィルムと目合い0.4mmの防虫ネットの被覆、育苗期後半の殺虫剤の

処理等にスワルスキーカブリダニの放飼（定植後20日目頃）を組み合わせた防除体系

は、アザミウマ類やコナジラミ類の発生を抑制する（表１）。

２．イオウ剤の利用、化学農薬の適期散布等に褐斑病耐病性品種の作付けを組み合わせ

た防除体系は、褐斑病、べと病等の病害の発生を抑制する（表１）。

３．これらを組み合わせた総合的防除体系は、化学農薬の使用成分数を慣行栽培（播種

～収穫終了時期）に比べ半減以下（30成分→15成分以下）とするととももに、各病害

虫による被害を抑制する（表１、図１）。

［成果の活用面・留意点］

１．本防除体系において育苗期に使用される化学農薬の有効成分数は５成分で設定して

いる。

２．圃場内における害虫密度が高いと防除効果が得られないので、前作の栽培後期を含

め定植前の防除対策を徹底し、害虫密度を可能な限り低くする。

３．病害虫による被害が進展する場合は臨機防除を実施する。

４．その他防除体系の詳細は、県ホームページ（http://www.pref.saga.lg.jp/kiji003

23290/index.html）に掲載しているので参照する。
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注 ２）農 薬の 剤型  G：粒剤 、FＬ：フロアブル、ＷＰ ：水 和剤 、Ｗ ＤＧ：顆 粒水 和剤 、水溶 剤：SG、ＥＣ：乳 剤．
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3
（専 用の くん煙器 　例 スーパースモ ーキー を 12～15台/10a設置 ）、ベル ク ートFL 2,000倍 、ラン マンFL 1,000倍 、 アフ ェットFL　2 ,000倍

７月 ８月 ９月 １０月 １１月

基　幹 　防　除

＊物 理的 防除

病
 

害

うどん こ病

化
学
的
防
除

虫
 

害

近紫 外 線 除 去フ ィル ム

＊耕 種的防 除

保温 開始

アザミウマの場合
　①アファー ムEC
　②プレオＦ
コナジラミの場合
　③コルトWDG
のいずれか

＊スワルスキー の増殖を促
すため７～10日間は農薬散
布を控える

注 １）県 慣行 の抑 制栽 培キュウ リで使用 される 化 学合 成農 薬の 有効 成分 数は 30成分 ．特 別栽 培 （減農 薬（県慣 行の 5割 以下 の成 分 数））に取 り組む 場合 、育 苗期 から本 圃終 了時 までの化 学合 成農 薬の 成
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10月3日 （ジーファインWP）
10月4日

（イオウGくん煙）
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11月13日 0 0.5 47.6 12.5 2.1 0
11月26日 アフェットFL 0 3.6 59.5 18.5 0.9 0
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定植後の
化学農薬の成分数 1 4

表１　抑制栽培キュウリでの総合防除体系による各病害虫の防除効果（2013年、農業試験研究センター圃場）
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防除技術（非カウント剤）
a)

年月日

a)各種薬剤は背負い式動力噴霧器を用いて150～300Ｌ／10a散布した．スタークルG:スタークル粒剤２g/株、イオウFL：イオウフロアブル 1,000倍、ダコニール
FL：ダコニール1000　1,000倍、ベルクートFL：ベルクートフロアブル 1,000倍、ジーファインWP：ジーファイン水和剤（スカッシュ3,000倍加用）、イオウG：イオウ粒
剤を専用の器械でくん煙処理、ランマンFL：ランマンフロアブル 1,000倍、アフェットFL：アフェットフロアブル 2,000倍．b)紫外線カットフィルム：ダイヤスターUV
カット15UJT（農PO系）、防虫ネット：サンサンネットソフライトSL4200．ｃ）供試した苗は購入苗であり、購入前にすでに化学農薬７薬剤（計９成分数）が使用され
ていた．注）病害虫の調査方法：３葉/株（１区：７株、２反復）の達観調査、害虫は成幼虫の寄生虫数、病害は発病葉数を調査して、虫数/葉と発病率を算出し
た、なお、うどんこ病については発病程度（４段階）も調査して、発病度を算出した．

紫外線カットフィルムと

目合い0.4mm防虫ネットの被覆
b)

耐病性品種「ゆうみ637」を定植c)

害虫防除 病害防除


